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２
０
２
５
年
１
月
21
日
、
米

国
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
「
ワ
シ
ン

ト
ン
国
民
大
聖
堂
」（
米
国
聖

公
会
ワ
シ
ン
ト
ン
教
区
主
教
座

聖
堂
）
で
、「
国
民
の
た
め
の

祈
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ド

ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領

の
前
で
、
米
国
聖
公
会
ワ
シ
ン

ト
ン
教
区
の
マ
リ
ア
ン
・
バ
デ

ィ
主
教
が
、
大
変
、
意
味
深
い

説
教
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
統
領
閣
下
、
最
後
に
懇

願
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
何
百
万

人
も
の
人
々
が
あ
な
た
を
信
頼

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
昨

日
、
あ
な
た
が
国
民
に
語
っ
た

よ
う
に
、
あ
な
た
は
愛
に
満
ち

た
神
の
摂
理
を
感
じ
て
お
ら
れ

る
は
ず
で
す
。
私
た
ち
の
神
の

名
に
お
い
て
、
今
、
恐
怖
を
感

じ
て
い
る
自
国
の
国
民
に
慈
愛

を
施
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
」

　
「
ど
う
か
私
た
ち
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
、
親
が
連
れ
去
ら
れ

持
す
る
人
々
か
ら
殺
害
予
告
も

含
む
激
し
い
攻
撃
に
晒
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

は
、
１
８
９
９
年
に
、
学
校
で

の
宗
教
教
育
を
禁
ず
る
「
文
部

省
訓
令
第
12
号
」
強
制
と
い
う

事
態
に
直
面
し
、
危
機
に
立
た

さ
れ
た
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
諸

学
校
が
、
結
束
し
て
抵
抗
し
た

こ
と
に
源
流
が
あ
る
こ
と
を
、

私
た
ち
は
常
に
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
時
代
状

況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
か
つ
て

の
預
言
者
た
ち
の
よ
う
に
、

「
主
は
必
ず
あ
な
た
と
共
に
お

ら
れ
る
」
と
い
う
〈
イ
ン
マ
ヌ

エ
ル
の
福
音
〉
を
、
子
ど
も
た

ち
に
語
り
続
け
る
覚
悟
を
持
ち

続
け
て
い
き
た
い
の
で
す
。

〈
立
教
大
学
総
長
・
立
教
学
院

院
長
・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

同
盟
理
事
長
〉

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
慈

愛
の
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
自
国
で
の
戦
地
や
迫
害
か

ら
逃
れ
て
き
た
人
々
に
対
し
て
、

こ
の
国
で
思
い
や
り
と
歓
迎
の
意

を
見
出
せ
る
よ
う
に
支
え
て
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
の
神
は
、
私
た
ち

が
よ
そ
者
に
慈
し
み
を
向
け
る
べ

き
で
あ
る
と
教
え
て
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
か
つ
て
私
た
ち
は
皆
、

こ
の
土
地
で
は
よ
そ
者
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
神
が
私
た
ち
に
、
す
べ

て
の
人
間
の
尊
厳
を
尊
重
し
、
愛

を
も
っ
て
互
い
に
真
実
を
語
り
、

互
い
に
、
そ
し
て
神
と
と
も
に
謙

虚
に
歩
む
強
さ
と
勇
気
を
お
与
え

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
す
べ
て

の
人
々
の
た
め
、
こ
の
国
と
世
界

の
す
べ
て
の
人
々
の
た
め
に
。
ア

ー
メ
ン
」

　
私
も
個
人
的
に
知
る
マ
リ
ア
ン

主
教
は
実
に
謙
遜
な
聖
職
者
で
あ

り
、
実
際
、
こ
の
説
教
も
大
統
領

に
柔
和
に
語
り
か
け
る
も
の
で
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
神

か
ら
預
か
っ
た
福
音
を
権
力
の
座

に
あ
る
者
に
臆
す
る
こ
と
な
く
堂

々
と
告
げ
知
ら
せ
る
、
ま
さ
し
く

預
言
者
の
あ
り
よ
う
そ
の
も
の
で

も
あ
り
ま
し
た
。
事
実
、
聖
書
の

預
言
者
や
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が

経
験
し
た
よ
う
に
、
マ
リ
ア
ン
主

教
も
ま
た
大
統
領
本
人
と
彼
を
支

西原廉太

預言者たちの
系譜につらなる
キリスト教学校

ミレー「落穂拾い」（18 5 7 年
フランス）の模写 油絵（41cm×32cm）

～2024年度3学期活水高等学校美術の授業より～
活水高等学校2年 田

た

原
はら

穂
ほ

乃
の

果
か

《作品を制作して》
　油絵は初めてでした。最初にこの絵を見たとき、のどかな農家の
一日を描いているんだと思いました。しかし、先生の話を聞くと絵
よりも絵を描いた画家が何を伝えようとしていたのか、昔のヨーロ
ッパの田舎は生活の中に信仰を取り入れている生活で充実した暮ら
しを望んでいたということが絵を通してわかりました。絵が私たち
に語りかけているんだなぁと思いました。� （田原穂乃果）
《美術科授業・美術部の指導にあたり》
　油絵を教えるときに一番教えたいものは、印象派の作家たちの作
品の魅力です。この魅力がわかれば、油絵に対する理解が深まると
思っています。そのために印象派の作家の絵を一度同じように模写
して、その作品の良さを体験することを実践しています。ミレーの
絵は後期印象派のゴッホが油絵を学ぶときに参考としました。ゴッ
ホはミレーの絵の中に、キリスト教の信仰が具現化した形を感じ取
りました。絵は何かを伝えないといけない、自分の最も根幹にある
もの、それはキリスト教の信仰であると読み取りました。その絵を
模写することにより絵を描く意味が伝わると思いました。授業では
印象派の作家の考え方を絵を通して学び、それをもとに自作に取り
組んでいくようにしています。� （美術担当：波多野慎二）

新任教職員の皆様〈ようこそ キリスト教学校へ！〉

キリスト教学校教育同盟 加盟学校紹介キリスト教学校教育同盟 加盟学校紹介

東北・東北・
北海道地区北海道地区

関東地区関東地区

関西地区関西地区
西南地区西南地区

加盟学校法人一覧
〈102法人〉
【2025.4.1現在】

水色…東北・北海道地区（13法人）
黄色…関東地区（47法人）
桃色…関西地区（31法人）
緑色…西南地区（11法人）

≪北海道≫
北星学園
遺愛学院
酪農学園
≪青森県≫
弘前学院
東奥義塾
≪岩手県≫
盛岡大学
≪宮城県≫
宮城学院
尚絅学院
東北学院
≪山形県≫
基督教独立学園
山形学院
≪福島県≫
石山学園
聖光学院

≪茨城県≫
茨城キリスト教学園
≪群馬県≫
共愛学園
新島学園
≪埼玉県≫
聖望学園
浦和ルーテル学院
≪千葉県≫
三育学院
聖書学園
東京キリスト教学園
≪東京都≫
青山学院
普連土学園
自由学園
女子学院
啓明学園
恵泉女学園
国際基督教大学
香蘭女学校

横浜共立学園
横須賀学院
≪新潟県≫
敬和学園
≪山梨県≫
山梨英和学院
≪静岡県≫
聖隷学園
清水国際学園
静岡英和学院

≪石川県≫
北陸学院
≪岐阜県≫
岐阜済美学院
≪愛知県≫
金城学院
名古屋学院
名古屋学院大学
柳城学院
≪三重県≫
愛農学園
≪滋賀県≫
ヴォーリズ学園
≪京都府≫
同志社
平安女学院
≪大阪府≫

明治学院
日本聾話学校
桜美林学園
立教学院
立教英国学院
立教女学院
ルーテル学院
聖学院
聖路加国際大学
頌栄女子学院
草苑学園
玉川聖学院
東京女子大学
東京神学大学
東洋英和女学院
≪神奈川県≫
フェリス女学院
平和学園
聖坂学院
和泉短期大学
関東学院
聖ステパノ学園
捜真学院
横浜英和学院
横浜学院

≪山口県≫
梅光学院
≪福岡県≫
福岡女学院
折尾愛真学園
西南学院
西南女学院
≪長崎県≫
鎮西学院
活水学院
長崎学院
≪熊本県≫
九州学院
九州ルーテル学院
≪沖縄県≫
沖縄キリスト教学院

梅花学園
桃山学院
OCC（旧・大阪キリスト教学院）
大阪女学院
大阪YMCA
プール学院
清教学園
≪兵庫県≫
日ノ本学園
関西学院
啓明学院
神戸女学院
頌栄保育学院
松蔭女子学院
夙川学院
八代学院

≪島根県≫
キリスト教愛真高等学校
≪広島県≫
広島女学院
≪香川県≫
四国学院
≪愛媛県≫
松山学院
松山東雲学園
≪高知県≫
清和学園
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キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

同
盟
は
１
９
１
０
年
の
結

成
当
初
よ
り
、
各
加
盟
校

相
互
の
連
携
を
は
じ
め
、

キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
関
す

る
調
査
研
究
な
ら
び
に
そ

の
促
進
、
研
修
な
ど
集
会

の
開
催
、
教
科
書
や
冊
子

の
編
集
、
国
内
に
お
け
る

対
外
折
衝
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
同
盟
の
活
動
は
、

理
事
や
監
事
、全
国・地
区

の
各
委
員
会
委
員
と
し
て

加
盟
校
よ
り
選
出
さ
れ
た

教
職
員
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

 

あ
ゆ
み

　
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に

か
け
て
キ
リ
ス
ト
教
学
校

が
次
々
に
創
立
さ
れ
、
日

本
の
教
育
の
重
要
な
柱
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

１
８
９
９
（
明
治
32
）
年

に
発
令
さ
れ
た
文
部
省
訓

令
第
12
号
は
学
校
に
お
け

る
宗
教
教
育
を
禁
じ
、
キ

リ
ス
ト
教
学
校
は
存
立
が

危
ぶ
ま
れ
る
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
教

育
を
続
け
る
場
合
は
「
各

種
学
校
」
扱
い
と
な
り
、

上
級
学
校
へ
の
進
学
や
徴

兵
猶
予
の
特
権
を
失
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
状
況
に
あ
っ
て
、

１
９
１
０
年
に
キ
リ
ス
ト

教
男
子
学
校
13
校
が
「
基

督
教
教
育
同
盟
会
」
を
、

13
年
に
13
校
の
女
子
校
が

「
女
子
基
督
教
教
育
会
」

を
組
織
し
、
22
年
に
は
二

つ
の
会
が
合
同
し
て
「
基

督
教
教
育
同
盟
会
」
と
な

り
ま
し
た
。
１
９
５
０
年

頃
に
、
今
に
続
く
地
区
ご

と
の
協
議
会
を
は
じ
め
、

教
育
研
究
委
員
会
、
広
報

委
員
会
も
組
織
化
さ
れ
ま

し
た
。

　
２
０
１
４
年
10
月
に
そ

れ
ま
で
の
任
意
団
体
か

ら
、
そ
の
使
命
と
責
任
を

よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に

「
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス

ト
教
学
校
教
育
同
盟
」
に

移
行
。
さ
ら
に
２
０
１
５

年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
第

１
０
３
回
定
時
総
会
に
お

い
て
、
一
般
社
団
法
人
キ

リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

と
一
般
財
団
法
人
キ
リ
ス

ト
教
学
校
教
育
同
盟
維
持

財
団
が
合
併
し
、
新
た
に

「
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス

ト
教
学
校
教
育
同
盟
」
と

し
て
出
発
し
現
在
に
至
り

ま
す
。
今
年
で
発
足
か
ら

１
１
５
年
に
な
り
ま
す
。

 

組
織

加
盟
校
＝
１
０
２
学
校
法

人
（
２
０
２
５
年
４
月

現
在
）
児
童
学
生
生
徒

約
33
万
８
千
人
、
教
職

員
約
３
万
４
千
人

決
議
機
関
＝
定
時
総
会　

（
年
１
回
６
月
開
催
）

及
び
理
事
会
（
年
５
回

開
催
）

地
区
協
議
会
＝
東
北
・
北

海
道
／
関
東
／
関
西
／

西
南
の
４
地
区
。
地
区

協
議
会
は
各
地
区
代
表

理
事
の
も
と
、
地
区
協

議
会
総
会
を
開
催
し
研

修
会
等
を
実
施
。

主
な
全
国
的
活
動

◆
定
時
総
会（
６
月
開
催
）

◆
学
校
代
表
者
協
議
会

（
11
月
開
催
）

◆
教
育
研
究
委
員
会

６
つ
の
部
会
（
大
学
部

会
／
中
高
部
会
／
小
学

部
会
／
聖
書
科
部
会
／

事
務
職
員
部
会
／
教
職

員
後
継
者
養
成
部
会
）

の
中
に
実
行
委
員
会
を

設
置
し
、
様
々
な
研
修

や
集
会
を
企
画・開
催
。

◆
広
報
委
員
会

機
関
紙
「
キ
リ
ス
ト
教

学
校
教
育
」
発
行
（
年

10
回
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
管
理

◆
新
規
継
続
事
業
（
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
）

全
国
災
害
支
援
連
絡
会

議
／
教
育
者
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
／
学
内
教
職

員
研
修
会
講
師
派
遣
制

度
／
中
小
規
模
学
校
法

人
連
携
協
力
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
／
教
育
同
盟

史
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

／
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー

ジ
管
理
委
員
会

◆
公
益
目
的
支
出
計
画

（
助
成
事
業
：
３
面
参
照
）

◆
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

懇
談
会
（
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
学
校
連
合
会
と
共
同
で

講
演
会
等
を
開
催
）

◆
教
職
員
就
職
支
援

（
本
面
下
段
に
説
明
が
あ

り
ま
す
。）

　
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス

ト
教
学
校
教
育
同
盟
第
１

１
３
回
（
２
０
２
５
年

度
）
定
時
総
会
が
６
月
13

日
（
金
）・
14
日
（
土
）

に
、
札
幌
市
厚
別
区
の
学

校
法
人
北
星
学
園
（
北
星

学
園
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
）

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す

（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）。

初
日
は
14
時
～
16
時
20

分
、
二
日
目
は
10
時
～
16

時
30
分
の
開
催
予
定
で
、

２
０
２
４
年
度
事
業
報
告

及
び
計
算
書
類
の
承
認
並

び
に
監
査
報
告
、
２
０
２

５
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
報
告
、
補
欠
理
事
の
選

任
、
公
益
目
的
支
出
計
画

（
助
成
）
に
関
す
る
報
告

な
ど
が
主
な
議
題
で
す
。

今
年
は
二
日
目
に
、
加
盟

校
の
現
状
・
課
題
・
展
望

と
し
て
、
二
つ
の
報
告

（
頌
栄
保
育
学
院
、
遺
愛

学
院
）
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
二
つ
の
講
演
を
行
い

ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
北
海

道
被
爆
者
協
会
の
北
明
邦

雄
氏
に
よ
る
「
北
海
道
被

爆
者
協
会
の
こ
れ
ま
で
の

取
組
み
と
北
星
学
園
を
は

じ
め
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に

期
待
す
る
も
の
」（
仮
）、

続
い
て
、
北
星
学
園
大
学

文
学
部
片
岡
徹
教
授
に
よ

る
「
北
星
学
園
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
平
和
教
育
と

こ
れ
か
ら
の
平
和
教
育
に

つ
い
て
」
で
す
。
キ
リ
ス

ト
教
学
校
に
お
け
る
新
た

な
気
づ
き
や
問
題
共
有
の

場
に
な
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。

《
会
場
校
紹
介
》

　
北
星
学
園
の
歴
史
は
１

８
８
７
年
、
ア
メ
リ
カ
人

宣
教
師
サ
ラ
・
Ｃ
・
ス
ミ

ス
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た

キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
「
ス

ミ
ス
塾
」
に
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
後
、
女
子
中
学

校
、
女
子
高
等
学
校
、
女

子
短
期
大
学
（
現
短
期
大

学
部
）、
大
学
・
大
学

院
、
男
子
高
等
学
校
（
現

大
学
附
属
高
等
学
校
）、

余
市
高
等
学
校
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
ラ
イ
ラ

ッ
ク
（
札
幌
市
の
花
木
）

は
、
創
立
者
ス
ミ
ス
が
１

８
９
０
年
に
、
故
郷
ア
メ

リ
カ
の
エ
ル
マ
イ
ラ
か
ら

持
ち
帰
っ
た
の
が
札
幌
で

最
初
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

２
０
２
４
年
度 

教
職
員��

就
職
支
援
登
録
状
況
報
告

　
24
年
度
の
登
録
者
は
27

名
（
23
年
度
35
名
）、
う

ち
キ
リ
ス
ト
教
学
校
へ
の

就
職
決
定
の
報
告
者
は
７

名
（
23
年
度
３
名
）。
ま

た
、
加
盟
校
か
ら
の
公
募

申
込
件
数
（
本
紙
及
び
教

育
同
盟
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）
は

延
べ
３
７
４
件
（
23
年
度

４
４
８
件
）
で
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
教
育
同
盟
の
「
教
職
員

就
職
支
援
登
録
制
度
」

は
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
へ

の
就
職
を
希
望
す
る
、
加

盟
大
学
在
校
生
、
加
盟
学

校
卒
業
生
、
教
会
信
徒
で

あ
る
方
が
登
録
の
対
象
者

で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
理
解

の
あ
る
方
々
を
紹
介
で
き

る
こ
と
が
特
長
の
制
度
で

す
。
各
校
の
採
用
関
係
者

が
情
報
を
共
有
し
、
希
望

が
あ
れ
ば
、
連
絡
を
取
り

た
い
方
の
登
録
カ
ー
ド
や

学
校
・
教
会
か
ら
の
推
薦

状
デ
ー
タ
を
事
務
局
か
ら

お
届
け
し
ま
す
。

※
採
用
予
定
日
は
す
べ
て

26
年
４
月
１
日
で
す
。

▽
神
戸
女
学
院
大
学

▼
国
際
学
部
英
語
学
科

職
種
＝
ア
メ
リ
カ
文
学

（
詩
）、
通
訳
教
育
（
英

日･

日
英
通
訳
、
通
訳

理
論
他
）
教
授
、
准
教

授
又
は
専
任
講
師　
各

１
名

応
募
締
切
＝
６
月
27
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8548

▼
心
理
学
部
心
理
学
科

職
種
＝
心
理
学
分
野
（
臨

床
心
理
学
を
除
く
）
及

び
Ｉ
Ｔ
関
連
科
目　
准

教
授
又
は
専
任
講
師　

１
名

応
募
締
切
＝
８
月
31
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8553

▼
生
命
環
境
学
部
生
命
環

境
学
科

職
種
＝
環
境
化
学
分
野　

教
授
、
准
教
授
又
は
専

任
講
師　
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
19
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8553

▽
西
南
学
院
大
学

▼
神
学
部
神
学
科

職
種
＝
バ
プ
テ
ス
ト
史
・

教
会
史　
教
授
、
准
教

授
又
は
講
師　
１
名

応
募
締
切
＝
５
月
31
日

問
合
せ
＝
☎092-823-3217

▽
青
山
学
院
中
等
部

職
種
＝
①
音
楽
科
②
美
術

科
③
家
庭
科　
特
別
教

諭　
各
１
名

応
募
締
切
＝
①
②
５
月
８

日
③
５
月
15
日

問
合
せ
＝
☎03-3407-7463

（
訂
正
）

　
本
紙
３
月
号
１
面
主
張

欄
の
記
事
に
あ
る
東
洋
英

和
女
学
院
の
校
名
は
、
正

し
く
は
「
東
洋
英
和
女
学

院
中
学
部
高
等
部
」
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

教育同盟のホームページ
もご覧ください。

第113回定時総会

北星学園で開催北星学園で開催
（会場：北星学園大学）

６月13日（金）午後・１４日（土）午前午後

　
開
催
要
項
等
は
、
教

育
同
盟
事
務
局
よ
り
４

月
１
日
付
け
で
加
盟
各

法
人
理
事
長
宛
に
送
付

済
み
で
す
。（
同
盟
Ｈ

Ｐ
「
お
知
ら
せ
」
欄
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。）

　
申
込
締
切

　
５
月
15
日
（
木
）

教育同盟結成100周年に公募
で制作されたロゴマークは加
盟校の学生によるデザイン

︱
あ
ゆ
み
と
組
織
︱

キ
リ
ス
ト
教
学
校

キ
リ
ス
ト
教
学
校

��

教
育
同
盟
と
は

教
育
同
盟
と
は

空を見上げて
自らの存在を

問う

神山美奈子

聖書のことば

「あなたの指の業である天を
あなたが据えた月と星を仰ぎ見て、思う。」
� （詩編8編4節〈聖書協会共同訳〉）

　わたしたち名古屋学院大学のキャンパスは瀬
戸市（瀬戸キャンパス）と名古屋市熱田区（し
ろとり、ひびの、たいほうキャンパス）にあり
ます。両キャンパス内の建物にはすべて聖書の
ことばに由来する名が付けられているのです
が、その一つがこの詩篇８編4節からとられた
瀬戸キャンパスにある「思星館（しせいかん）」
です。大学ホームページにはこの聖書のことば
の解説として「人は、月や星など天体を見る
時、神様が自分をも創造し、顧みてくださって
いることに思いを馳せるのです」と記されてい
ます。このことばに続く5節は「人とは何者な
のか、あなたが心に留めるとは。人の子とは何
者なのか、あなたが顧みるとは」と語られてい
ます。
　大学のキリスト教の授業ではまさに「人とは
何者なのか」をテーマに自分の「アイデンティ
ティ」についてレポートを書いてもらうことが

ありますが、「アイデンティティ」を自分の長
所や自己アピール、あるいは就職活動で使える
“ガクチカ”であると思っている学生が大変多
いことに驚かされます。「自分には協調性があ
る」、「人に対して親切である」、「サッカーが上
手い」など性格や得意技を書くのです。このよ
うな大学生と接しながら「人とは何者で、自分
は誰なのか」という問いを立ててみるよう促し
ます。人生において一時的な就職活動で使える
言葉ではなく、その人生とは何なのかという永
遠に関わる問いです。
　人は、星を見上げながら神様がこの世界を創
造されたことに気付かされ、また自らがその創
造の業のただ中に置かれていることに圧倒され
ます。さらに、神様は創造されたそのすべてを
心に留められ、顧みられるというのです。「わ
たし」という存在の価値を聖書のことばから味
わってほしいと願っています。キリスト教学校
に遣わされた者として「一人」の存在価値を伝
える役割を果たせるよう努めたいと思います。
� 〈名古屋学院大学　宗教部長〉
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教
育
同
盟
で
は
、
キ
リ

ス
ト
教
学
校
教
育
を
広
く

振
興
す
る
た
め
に
助
成
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
同

盟
に
加
盟
す
る
学
校
法
人

の
教
職
員
だ
け
で
な
く
、

外
部
の
個
人
や
団
体
に
も

開
か
れ
た
公
益
事
業
で

す
。

　
２
０
２
５
年
度
の
総
額

は
上
限
６
０
０
万
円
で

す
。
６
月
14
日
（
土
）
が

締
切
り
で
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
期
日
内
に
申
請

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
助
成
対
象
と
な
る
分
野

は
次
の
通
り
で
す
。
支
給

対
象
者
は
、
個
人
な
い
し

は
グ
ル
ー
プ
、
法
人
団
体

で
す
。

（
１
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
に
関
す
る
研
究
集
会

・研
修
会・連
絡
会
議
出
席

（
２
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
に
関
す
る
研
究
集
会

・
研
修
会
・
講
演
会
開
催

（
３
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
に
関
す
る
調
査
研
究

（
４
）
そ
の
他
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
に
関
す
る
振

興
　
助
成
金
は
、
研
究
集
会

等
の
参
加
費・交
通
費・宿

泊
費
、研
究
集
会・講
演
会

等
の
実
施
に
必
要
な
謝
金

（
交
通
費・宿
泊
費
含
む
）、

研
究
・
調
査
費
等
に
あ
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
年
、
新
任
教
師
研
修

会
、
事
務
職
員
夏
期
学

校
、
聖
書
科
研
究
集
会
、

中
堅
教
員
・
職
員
の
リ
ト

リ
ー
ト
等
、
同
盟
主
催
の

会
合
で
積
極
的
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成

果
が
加
盟
校
全
体
に
還
元

さ
れ
る
と
期
待
で
き
る
調

査
研
究
、
キ
リ
ス
ト
教
を

テ
ー
マ
と
し
た
校
内
の
研

修
会
・
修
養
会
・
コ
ン
サ

ー
ト
開
催
等
に
つ
い
て
も

申
請
で
き
ま
す
。
遠
方
か

ら
の
研
修
会
参
加
や
小
規

模
校
の
事
情
等
に
配
慮
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人 

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
振
興
助
成
」

�

２
０
２
５
年
度
の
募
集
が
始
ま
り
ま
す

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
推
進
す
る
研
修
・
研
究
等

へ
の
助
成
制
度
で
す
。
要
項
等
詳
細
は
教
育
同
盟
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

助
成
金
＝
総
額
６
０
０
万
円

助
成
先
選
考
日
程
（
予
定
）

　
４
月
７
日
（
月
）
募
集
開
始

　
６
月
14
日
（
土
）
申
請
締
め
切
り

　
７
月
８
日
（
火
）
助
成
先
発
表
（
Ｈ
Ｐ
）

〜ぜひご利用ください〜

2025年度
教育振興助成のご案内

―申請方法が変わります―

前
年
度
の
実
績
は
、
同
盟

Ｈ
Ｐ
「
お
知
ら
せ
」
欄
及

び
、
機
関
紙
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
２
０
２
４
年
９
月
号

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同

盟
Ｈ
Ｐ
あ
る
い
は
各
法
人

宛
に
送
付
し
た
募
集
要
項

と
申
請
方
法
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
今
年
度
か

らG
oogle Form

s

で

の
申
請
に
な
り
ま
す
。

　
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
ま

す
ま
す
盛
ん
に
す
る
た
め

の
助
成
で
す
。
ど
う
ぞ
ご

検
討
く
だ
さ
い
。
多
く
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
助
成
選
考
委
員
会
で

は
こ
の
助
成
の
目
的
が
十

分
生
か
さ
れ
る
よ
う
丁
寧

に
検
討
し
、
７
月
８
日

（
火
）
に
助
成
先
と
決
定

額
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。�

中
島
昭
子

〈
捜
真
学
院
学
院
長
、
教

育
同
盟
常
任
理
事
〉

　
日
本
聾
話
学
校
は
キ
リ

ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
加

盟
校
で
働
く
教
員
に
向
け

た
「
連
続
公
開
講
座
」
を

開
催
し
ま
し
た
。こ
の「
連

続
公
開
講
座
」
は
、
現
代

社
会
へ
の
適
応
に
傾
斜
し

て
い
る
日
本
の
教
育
現
場

に
困
惑
や
疑
問
を
感
じ
て

い
る
教
育
者
た
ち
を
対
象

に
、
人
間
を
育
て
る
本
質

と
は
何
か
を
、
共
に
学
ぶ

為
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
校
の
水
口
洋
理
事

長
、
鈴
木
実
校
長
、
元
校

長
の
安
積
力
也
氏
が
講
師

と
な
り
、
全
国
の
キ
リ
ス

ト
教
学
校
教
育
同
盟
加
盟

校
か
ら
14
名
の
教
員
の
方

々
が
参
加
さ
れ
て
、
３
回

の
講
演
と
、
学
芸
会
で
の

子
ど
も
た
ち
の
発
表
や
日

常
の
授
業
の
様
子
を
見
学

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

耳
の
聴
こ
え
に
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
が
、
心
と
心

を
響
か
せ
合
う
対
話
に
よ

り
、
聴
い
て
、
話
す
こ
と

を
楽
し
む
人
へ
と
成
長
す

る
日
本
聾
話
学
校
で
の
教

育
実
践
に
直
接
触
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
校
が

大
事
に
し
て
い
る
一
人
ひ

と
り
の
尊
厳
と
可
能
性
を

見
据
え
る
教
育

観
、
人
間
観
を
共

有
す
る
こ
と
が
で

き
、
参
加
者
が
自

分
自
身
を
見
つ
め

直
し
、
日
常
の
教

育
現
場
で
の
思
い

や
苦
し
さ
を
語
り

合
い
、
今
後
、
よ

り
充
実
し
た
教
育

を
実
践
す
る
糧
に

し
て
い
た
だ
け
る

講
座
と
な
り
ま
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
の
レ
ポ
ー

ト
で
は
、「
自
分
が
勤
め

る
学
校
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

以
降
、
問
題
案
件
ば
か
り

が
多
く
な
り
続
け
て
い
る

状
態
で
す
。
小
学
生
で
あ

り
な
が
ら
、
毎
日
の
生
活

に
疲
れ
、
進
学
へ
の
不
安

を
持
ち
、
低
い
自
己
肯
定

感
し
か
な
く
、
自
分
の
将

来
に
希
望
を
持
つ
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
子
ど
も

た
ち
の
増
加
。
不
登
校
・

い
じ
め
問
題
・
保
護
者
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
・
弁
護
士

に
相
談
す
る
案
件
…
。

『
何
か
が
違
う
。
何
か
が

間
違
っ
て
い
る
』、
そ
う

思
う
日
々
の
中
で
の
日
本

聾
話
学
校
の
子
ど
も
た
ち

と
の
出
会
い
で
し
た
。
出

会
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

と
て
も
落
ち
着
い
て
い
て

満
た
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、
発
表
す
る
姿
に
も

自
信
と
喜
び
が
満
ち
溢
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も

た
ち
の
様
子
や
保
護
者
の

皆
様
、
教
職
員
の
皆
様
と

出
会
い
、
子
ど
も
た
ち
が

溢
れ
る
愛
の
中
で
日
々
を

過
ご
し
、
愛
さ
れ
て
い
る

と
十
分
に
実
感
で
き
て
い

る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
静
か
な
感
動
の
中

で
、
知
ら
な
い
間
に
何
度

も
涙
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
る
私

自
身
に
も
出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。」
と
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
案
内
チ
ラ
シ
作

成
・
郵
送
費
、
会
場
費
、

講
師
費
、
お
茶
代
等
に
キ

リ
ス
ト
教
学
校
教
育
振
興

助
成
を
受
け
ま
し
た
。
キ

リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。�

鈴
木
学
秀

〈
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
学
園

（
日
本
聾
話
学
校
）

事
務
長
〉

安
積
力
也
氏
に
よ
る
講
演　

参
加
者
全
員
で
討
議　

堀
岡
満
喜
子
氏　

　
２
０
２
４
年
度
の
小
学

校
代
表
者
研
修
会
は
、
降

り
積
も
っ
た
雪
が
残
る
北

陸
学
院
小
学
校
を
会
場

に
、
茶
谷
信
一
校
長
（
委

員
）
の
挨
拶
か
ら
始
ま
っ

た
。そ
の
後
、陣
内
大
蔵
牧

師（
東
洋
英
和
女
学
院
）に

よ
る
開
会
礼
拝
の
後
、
北

陸
学
院
の
堀
岡
満
喜
子
理

事
長・学
院
長
か
ら「
能
登

半
島
地
震
か
ら
一
年
の
被

災
地
に
学
ぶ
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
演
を
聞
い
た
。

　
昨
年
１
月
１
日
の
被
災

直
後
の
学
校
状
況
や
対

応
、
そ
し
て
そ
の
後
す
ぐ

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
態
勢
を

立
ち
上
げ
、
地
域
の
復
興

支
援
を
行
っ
て
き
た
こ
と

な
ど
が
詳
し
く
語
ら
れ

た
。
学
校
の
危
機
管
理
体

制
や
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
学

校
と
し
て
被
災
地
支
援
や

地
域
貢
献
と
し
て
何
が
で

き
る
の
か
、
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
が
考
え
る
機
会
と
な

っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
ま
た
、
各
地
か
ら
届

い
た
支
援
に
つ
い
て
の
話

を
聞
き
な
が
ら
、
支
え
合

い
、
希
望
や
喜
び
、
志
や

悩
み
も
共
有
し
、
共
に
祈

り
な
が
ら
歩
め
る
キ
リ
ス

ト
教
学
校
の
仲
間
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
の
後
、
情
報
交
換
が

行
わ
れ
た
が
、
北
陸
学
院

の
歴
史
と
堀
岡
理
事
長
が

携
わ
っ
て
き
た
学
校
運
営

に
関
す
る
話
は
、
大
変
興

味
深
く
参
考
に
な
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　
二
日
目
は
、
能
登
半
島

被
災
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。

　
最
初
に
訪
れ
た
羽は

く
い咋
教

会
で
は
、
内
城
恵
牧
師
と

教
会
役
員
の
内
城
愛
氏
が

出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
礼

拝
を
捧
げ
た
。
教
会
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
・
宿
泊
地
と
な

り
、
地
域
の
方
に
対
し
て

も
開
か
れ
た
教
会
と
し
て

の
働
き
が
、
多
く
の
方
々

を
支
え
て
き
た
こ
と
が
伝

わ
っ
て
き
た
。

　
内
城
愛
氏
は
、
そ
の
後

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

於
い
て
も
、
大
変
詳
し
く

丁
寧
に
被
災
当
時
の
こ
と

や
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
し
、
参
加
者
を
案
内

さ
れ
た
。
話
を
聞
き
な
が

ら
、
実
際
に
現
地
に
行
か

な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と

・
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
気
づ
か

さ
れ
た
。
何
事
に

お
い
て
も
、
ま
ず

「
知
る
」、
そ
し

て
「
想
像
す
る
」

か
ら
、「
考
え

る
」「
行
動
す

る
」
に
繋
げ
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る

と
再
確
認
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
「
の
と
鉄
道
」

の
語
り
部
列
車
で
は
、
地

震
発
生
後
の
津
波
か
ら
避

難
し
た
様
子
や
そ
の
後
の

復
興
へ
の
取
組
み
が
語
ら

れ
、
能
登
を
愛
し
、
能
登

の
復
興
の
た
め
に
全
力
で

力
を
尽
く
し
て
い
る
人
々

の
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

た
。「
復
興
へ
の
道
の
り

は
、
ま
だ
ま
だ
遠
い
け
れ

ど
、
焦
ら
ず
慌
て
ず
諦
め

ず
過
ご
し
て
ま
い
り
ま

す
。」
と
い
う
言
葉
は
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
担

う
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

も
感
じ
ら
れ
た
。

「�

ほ
ん
な
ら
ね
。
ま
た
来

て
く
だ
さ
い
ね
。
ま
っ

と
ん
ね
。」

　
最
後
に
乗
客
に
届
け
ら

れ
た
思
い
の
こ
も
っ
た
こ

と
ば
と
笑
顔
に
、
困
難
な

状
況
の
中
、『
希
望
は
失

望
に
終
わ
る
こ
と
が
な

い
』
と
い
う
み
言
葉
が
思

い
起
こ
さ
れ
た
。

　
今
回
の
研
修
会
は
、
新

た
な
時
代
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
教
学
校
の
使
命
と
連

帯
の
重
要
性
を
確
認
す
る

時
と
な
り
、
い
の
ち
の
輝

き
と
平
和
を
求
め
る
た
め

の
教
育
を
担
う
と
い
う
重

要
な
使
命
が
明
確
に
さ
れ

た
。

　

田
太
郎
委
員
長
（
東

洋
英
和
女
学
院
）
と
陣
内

牧
師
、
そ
し
て
茶
谷
委
員

が
忙
し
い
中
、
事
前
に
足

を
運
び
情
報
を
収
集
し
、

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
代
表

者
と
し
て
何
が
で
き
る
か

考
え
る
時
を
持
て
る
よ
う

綿
密
に
計
画
さ
れ
た
こ
と

に
は
感
謝
し
か
な
い
。

�

黒
木
佐
幸

〈
西
南
学
院
小
学
校
校

長
、
小
学
校
代
表
者
研
修

会
実
行
委
員
〉

羽
咋
教
会
で
の
礼
拝　

の
と
鉄
道
・
語
り
部
列
車　

現
地
に
立
っ
て
の
学
び　

火
災
被
害
に
み
ま
わ
れ
た

輪
島
教
会
の
仮
会
堂

１
月
17
日（
金
）～
18
日（
土
）、

北
陸
学
院
小
学
校
・
能
登
半
島

に
て
開
催

【
報
告
】日
本
聾
話
学
校

連
続
公
開
講
座（
全
４
回
）

「
人
間
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
」

〈
人
間
を
育
て
る
本
質
と
は
何
か
〉

日
本
聾
話
学
校
の
教
育
現
場
か
ら

キリスト教学校教育振興助成
2024年度利用実績�〈研修会開催〉

2024年 9/14（土）･10/12（土）･11/9（土）･12/14（土）

第第
6767
回回

小
学
校
代
表
者
研
修
会

小
学
校
代
表
者
研
修
会

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
代
表
者
と
し
て

何
が
で
き
る
か

小
学
校
研
修



（4）（月刊）（第三種郵便物認可） キ リ ス ト 教 学 校 教 育 （782号）2025年4月15日（火）

　「でも、クリスチャンになったら毎週、礼拝に
行かないといけないんですよね。そういうのはち
ょっと…。」と生徒から言われることがありま
す。けれども、そうではないと思います。キリス
ト教は謂わば、内面的宗教です。ユダヤ教やイス
ラム教のように〇○を食べてはいけない、〇○を
してはいけないという外面的な規範を持っていま
せん（内面は規範によって規定できない）。なの
で、「行かないといけない」ということはないの
です。
　さて、クリスチャン（キリスト者）を一言でい
えばイエスの出来事と言葉とを自分を生かす賜物
として受け取っている人のことですが、なぜ、彼
らは礼拝に行くのでしょうか。
　「クリスチャン」という言い方は周りの人が呼
び始めた「あだ名」であったようです。使徒言行
録にこうあります。「このアンティオキアで、弟
子たちが初めてキリスト者と呼ばれるようになっ
たのである。」（11章26節）。周りの人々から言わ
れたということは彼らの振舞いに違いを感じたと
いうことです。どのような振舞いか。たとえば、

イエスの言葉の中に世の常識に対して違和感を持
つように教えている箇所があります。「あなたが
たも聞いているとおり、『目には目を…しかし、
わたしは言っておく。…だれかがあなたの右の頬
を打つなら、左の頬をも向けなさい。」（マタイに
よる福音書5章38〜39節）。注目すべきところは
「しかし」というところです。クリスチャンは、
その当時から自身の中に「しかし」を持っていた
のではないかと思います。
　周りの同僚が親切にしてくれた。「だから」わ
たしも親切にしよう。これは幸いなことです。け
れども、これはどうでしょう。あの人は挨拶して
くれない。「だから」わたしも…。自身の中に
「だから」しか持たない人は相手次第の生き方に
なります。そして、自分の嫌いだったはずの姿に
いつのまにか自分がなってしまう。これは経験あ
るのではないでしょうか。けれども、「しかし」
を持つ人は違います。あの人に無視された。「し
かし」わたしはわたし。わたしはキリストの言葉
に従う。
　クリスチャンは、この「しかし」をもって信頼
できる言葉と共に生きたいと願っている人たちで
す。先ほど挙げた「右の頬を…」という言葉も、
本当に左の頬を差し出せと言っているのではな
く、相手に叩かれたとき、「だから」という行動
を返さず、わたしがわたしであり続ける生き方を
せよと受け取って良いのだと思います。自分らし
く生きたい。そのために信頼できる言葉を聞きた
いと願うとき、教会にせよ学校にせよ、礼拝に行
きたくなるのではないかと思います。「行かなけ
ればいけない」ではなくて。

　
新
島
学
園
は
同
志
社
大
学
の
創

立
者
で
あ
る
新
島
襄
の
教
育
理
念

に
基
づ
い
た
教
育
を
、
ゆ
か
り
の

地
で
あ
る
上
州
安
中
（
現
群
馬
県

安
中
市
）
に
て
実
現
す
る
た
め

に
、
新
島
を
敬
愛
す
る
人
々
の
手

で
戦
後
に
創
ら
れ
た
学
園
で
す
。

湯
浅
治
郎
は
安
中
藩
に
て
天
保
３

年
よ
り
続
く
醤
油
・
味
噌
製
造
販

売
業
の
老
舗
、
有
田
屋
の
３
代
目

当
主
で
し
た
。
１
８
７
４
年
、
海

外
生
活
を
終
え
て
日
本
に
帰
国
し

た
新
島
襄
は
両
親
の
住
む
安
中
に

立
ち
寄
り
、
そ
の
滞
在
中
に
湯
浅

治
郎
と
出
会
い
ま
す
。
湯
浅
は
新

島
か
ら
人
生
を
変
え
る
ほ
ど
の
強

い
影
響
を
受
け
ま
す
。（
２
０
２

４
年
は
こ
の
出
来
事
か
ら
１
５
０

周
年
と
な
り
、
新
島
の
帰
安
日
に

あ
わ
せ
て
記
念
祈
祷
会
を
実
施
し

ま
し
た
。）
新
島
よ
り
受
洗
し
安

中
教
会
の
創
立
メ
ン
バ
ー
と
な

り
、
実
業
界
の
み
な
ら
ず
政
界
に

も
進
出
し
華
々
し
く
活
躍
し
ま

す
。
し
か
し
、
新
島
襄
が
46
歳
の

若
さ
で
召
天
し
た
際
は
、
窮
地
に

あ
る
同
志
社
を
経
営
面
で
支
え
る

た
め
に
同
志
社
の
社
員
に
な
り
ま

す
。
当
時
、
湯
浅
は
衆
議
院
議
員

で
し
た
が
惜
し
ま
れ
な
が
ら
政
界

を
引
退
し
、
同
志
社
の
た
め
に
無

給
で
約
20
年
間
働
き
ま
す
。
政
治

家
と
し
て
の
自
ら
の
夢

を
後
回
し
に
し
、
新
島

襄
の
志
を
陰
で
支
え
た

人
生
で
し
た
。

　
湯
浅
の
晩
年
、
安
中

教
会
創
立
５０
周
年
の
記

念
事
業
と
し
て
新
島
中

学
校
の
創
立
が
計
画
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
湯
浅
は

そ
の
計
画
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
し

た
。
諸
事
情
で
そ
の
計
画
は
実
現

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
計

画
を
青
年
期
に
経
験
し
た
湯
浅
治

郎
の
孫
、
湯
浅
正
次
が
そ
の
志
を

引
き
継
ぎ
ま
す
。
湯
浅
正
次
は
戦

後
、
新
し
く
平
和
国
家
と
し
て
再

出
発
す
る
日
本
に
お
い
て
、
今
こ

そ
祖
父
や
父
が
心
か
ら
尊
敬
し
て

い
た
新
島
襄
の
教
育
が
必
要
だ
と

考
え
、
新
島
学
園
を
創
立
す
る
の

で
す
。
湯
浅
治
郎
自
身
は
教
育
者

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
彼

の
神
と
人
に
奉
仕
す
る
精
神
が
、

新
島
学
園
の
教
育
の
根
本
に
あ
る

の
で
す
。

�

小
栗
仁
志

〈
新
島
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

校
長
〉

　
活
水
中
高
で
は
、
イ
ー

ス
タ
ー
に
新
入
生
の
歓
迎

を
込
め
て
、
毎
年
エ
ッ
グ

ハ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
年
の
イ
ー
ス
タ
ー
の

日
程
に
か
か
わ
ら
ず
、
４

月
後
半
に
新
入
生
が
学
校

生
活
に
少
し
慣
れ
た
こ
ろ

に
、
昼
休
み
の
自
由
参
加

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
い

ま
す
。

　
前
日
に
は
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

の
生
徒
が
ゆ
で
卵
に
フ
ィ

ル
ム
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て

準
備
し
ま
す
。
３
０
０
個

の
卵
を
で
き
る
だ
け
割
れ

な
い
よ
う
に
ゆ
で
る
の
は

結
構
大
変
で
す
。
理
科
室

で
大
騒
ぎ
し
な
が
ら
、
楽

し
そ
う
に
準
備
し
て
い
ま

す
。
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ

は
、
自
宅
に
持
ち
帰
っ

て
、
保
護
者
の
方
と
一
緒

に
見
て
ほ
し
い
と
、
聖
書

の
言
葉
と
イ
ー
ス
タ
ー
の

意
味
を
書
い
た
カ
ー
ド
と

一
緒
に
袋
に
入
れ
ま
す
。

　
当
日
、
昼
休
み
が
始
ま

る
と
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の

生
徒
が
チ
ャ
ペ
ル

の
中
に
隠
し
ま

す
。
そ
し
て
、
エ

ッ
グ
ハ
ン
ト
に
参

加
し
た
い
生
徒

は
、
決
め
ら
れ
た

時
間
に
チ
ャ
ペ
ル

入
口
に
集
ま
っ

て
、
ス
タ
ー
ト
の

合
図
と
と
も
に
イ

ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ

を
探
し
ま
す
。
持
っ
て
帰

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
１

人
１
個
。
新
入
生
の
歓
迎

が
目
的
で
す
が
、
新
入
生

を
歓
迎
す
る
気
持
ち
を
持

湯
浅
治
郎

（
１
８
５
０
～
１
９
３
２
）

新
島
学
園

お
の
れ
の
た
め
で
な
く
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っ
て
参
加
す
る
な
ら
上
級

生
も
参
加
Ｏ
Ｋ
で
す
。
上

級
生
の
中
に
は
、
お
か
ず

の
１
品
を
探
す
か
の
よ
う

に
卵
を
探
し
て
「
塩
な
い

で
す
か
」
と
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の

生
徒
に
聞
い
た
り
、
自
宅

か
ら
塩
を
持
っ
て
き
て
、

お
弁
当
と
一
緒
に
食
べ
る

生
徒
も
い
ま
す
。
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
の
生
徒
か
ら
は
、「
せ

っ
か
く
か
わ
い
く
ラ
ッ
ピ

ン
グ
し
た
の
だ
か
ら
せ
め

て
家
に
持
っ
て
帰
っ
て
」

と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す

が
、
だ
れ
で
も
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
活
動
と
し

て
、
小
学
生
向
け
の
イ
ー

ス
タ
ー
エ
ッ
グ
つ
く
り
の

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い

ま
す
。
イ
ー
ス
タ
ー
に
つ

い
て
の
お
話
を
聞
い
て
、

卵
に
ペ
イ
ン
ト
を
し
た

り
、
フ
ィ
ル
ム
ラ
ッ
ピ
ン

グ
を
し
て
み
た
り
と
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ
の
生
徒
の
リ
ー
ド
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、

最
後
に
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
や

ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。

　
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
だ

け
で
な
く
、
一
般
的
に
も

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

イ
ー
ス
タ
ー
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
「
キ
リ
ス
ト
の
復

活
」
と
い
う
本
当
の
意
味

を
知
っ
て
い
る
人
は
少
な

い
の
が
現
状
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
に
初
め
て
来
た
新
入
生

た
ち
と
、
私
た
ち
の
学
校

の
あ
る
長
崎
と
い
う
地
域

に
住
む
小
学
生
が
、
楽
し

く
「
キ
リ
ス
ト
の
復
活
」

を
知
り
、
神
様
の
愛
と
出

会
う
イ
ベ
ン
ト
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

�

三
河
悠
希
子

〈
前
活
水
高
等
学
校　
活

水
中
学
校　
宗
教
主
任
〉

《
着
任
の
ご
挨
拶
》

　
４
月
１
日
よ
り
事
務
局

長
に
就
任
し
た
清
水
広
幸

で
す
。
前
職
は
聖
学
院
中

高
で
理
科
教
諭
と
し
て
39

年
間
奉
職
し
ま
し
た
。
孫

先
生
の
後
任
と
し
て
早
く

職
務
に
慣
れ
、
各
学
校
や

各
研
修
会
等
に
お
仕
え
で

き
る
よ
う
に
精
一
杯
努
力

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
今
号
か
ら
紙
面
の
体
裁

を
変
更
し
読
み
や
す
さ
を

重
視
し
ま
し
た
。
皆
様
に

新
聞
を
手
に
取
っ
て
い
た

だ
き
目
を
通
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

＜行事予定＞ ※予定は変更することがあります
（3月時点で9月迄の決定分及び11月代表者協議会）
６／13～14　第113回定時総会
� （北星学園大学・オンライン併用）
　　21　　　第70回東日本小学校教職員協議会
� （捜真小学校）
７／26～28　第69回事務職員夏期学校
� （山梨県北杜市・清泉寮）
　　29　　　第８回西日本小学校教職員協議会
� （同志社小学校）
7／31～8／2　第58回全国聖書科研究集会
� （北海道クリスチャンセンター他）
８／４～６　第12回中堅教員リトリート
� （同志社びわこリトリートセンター）
　　７～９　第10回全国災害支援連絡会議
� （北陸学院、石川県輪島市他）
　　18～20　第５回教員リフレッシュ研修（合宿）
� （奈良県洞川温泉）
　　21～22　第15回中堅事務職員リトリート
� （同志社大学今出川キャンパス）
　　25～26　第５回中小規模学校連携協力懇話会
� （同志社中学校・高等学校）
　　28～29　第５回キリスト教活動担当事務職員研修会
� （東北学院大学五橋キャンパス）
　　29　　　第12回大学新任教員研修会（オンライン）
９／５～６　第11回全国事務局長・事務長会議
� （福岡女学院大学）
11／７～８　第67回学校代表者協議会� （青山学院）

日
本
聾
話
学
校

〈
名
称
変
更
・
４／１
よ
り
〉

　
日
本
聾
話
学
校
中
学
部

→
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
学
園
中

学
部

　
日
本
聾
話
学
校
小
学
部

→
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
学
園
小

学
部

山
梨
英
和
学
院

　
小
野
興
子
氏
が
２
月
27

日
付
け
で
理
事
長
を
退

任
、
同
日
付
け
で
江
口
英

雄
氏
が
後
任
に
就
任
。

クリスチャンってなんですか
女子学院中学校・
高等学校　聖書科 石丸泰信

キリスト教
＆QAキリスト教の理解を深めるために

〜イースター行事から〜
新入生歓迎

エッグハント
活水高等学校
活水中学校

地
域
の
小
学
生
と
一
緒
に　

イースターのお話

（左）西原廉太教育同盟理事長
（中）清水広幸新事務局長
（右）孫永律前事務局長


